
 

 

 

 

 

 

迷ったら困難な方を選べ     校長 杉本 功 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】自分を創る子 

令和６年度 越谷市立北越谷小学校 令和６年６月１日 発行 在籍児童数３００名 

今月の全校朝会では、子どもたちに上の見出しのことについて話をしました。人は毎日の生活の中
で、いろいろなことを選択して生きています。そして人生では、何か大きな選択をしなければならない
局面が、必ず誰にでも訪れます。日々何を選ぶか、また人生のターニングポイントでどのような選択を
するのか。それは自分自身が決めることですが、選択を誤ると後悔や失敗が生まれます。もちろん、そ
うした経験が必要なこともありますが、見出しのような考え方で選択すると、失敗したとしても納得がで
きるよという話をしたのです。実はこの言葉は、私がある人から教えていただいたことなのです。 

私は若い頃、どちらかというと、いろいろなことに真剣になって生活することを投げていました。学校
生活もそうした態度で過ごしていたので、高校を卒業して就職しても、仕事の仕方は「給料が貰えるな
らそれでいいや」くらいの取り組みでした。職場の上司（駅長）はそんな私のことを心配してくれて、何
かと声をかけてくださるとともに、勤務の一環として、時に厳しい指導をしてくださることもありました。 
地下鉄一筋で勤務してきておられた駅長は、「終戦後の地下鉄上野駅には、親を亡くした浮浪児

たちが集まってきてね。心配で面倒を見ていたんだよ」と、私に語りかけるような方でした。ある日、「こ
の先も同じような人生の選択を続けると、君はきっと後悔することになるよ」と言って、当時、将棋界で
大活躍していた谷川浩司棋士のことを、私に真剣に話し始めます。私は将棋に興味なんてなかった
のですが、話を聞けばもう関わって来なくなるだろうと思って、「ちょっと付き合ってやろう」という感覚で
耳を傾けました。話の趣旨は次のようなものでした。 

 『谷川さんの将棋は「高速の寄せ」と呼ばれていて、対局の終盤に最短の手で相手を追い詰めるス
ピード感がある。将棋の終盤にはいくつかの勝ち筋が見えてくるものだけれども、谷川さんはこの時
見えてくる「安全勝ち」ができるコースは絶対選ばない。それを選ぶと気が緩んで、余分な手数を生ん
で負けるからだ。「高速の寄せ」は最短だけれども困難な勝ち筋で、困難に挑んでいるという自覚が
細心の注意力を生んで、手数を減らしてミスを防いでいる。今、谷川さんが羽生善治さんとしのぎを削
って、将棋の一時代を築いているのを知っているかい。君も困難な道を選んで、君らしい一時代を築
く人生を選んでみたらどうかな』。 
ぞんざいな態度で勤務するので、お客様とはたびたびトラブルを起こし、非番の日にはパチンコや

競馬などに明け暮れていた私でしたが、上司があまりにも真剣に話すので、いつしか話に引き込まれ
ていて、特に『君らしい一時代を築く人生』という言葉がなぜか耳に残りました。心の奥底では、自分
も変わりたいと思っていたのかもしれません。その後も折に触れて私への指導は続いたので、私は部
下として「この人の言うとおりにやってみよう」と思って働くようになりました。そして、上司が定年で職場
を去られるまでこの関係は続き、ありがたいことに私を一人前にしてくださいました。 
その後もいろいろありましたが、私は教員に転職することが決まったので退職のあいさつに行くと、

上司は「いよいよ君の時代が来たね」と言って、喜んでくださったことを思い出します。 

こうした思い出がある言葉なので、実は６年生を担任した時、この上司の言葉を引用して、卒業ア
ルバムに「迷ったら困難な方を選べ」というメッセージを書いたことがあります。数年前、当時の卒業生
が教員になって私のところにあいさつに来た時、彼は「先生の言うように困難な方を選んだら、教員に
なれてまた先生に会えました」。と言ってくれました。私は卒業アルバムのひと言を覚えていてくれた
ことが嬉しかったし、立派になった彼がとてもまぶしく思えました。「人生、やってみるものなんだな
ぁ」。と改めて振り返ることができたエピソードです。本校の子どもたちの中から、いつか私に「困難な
方を選んでよかった」と言いに来てくれる子が現れたら、また大きな喜びが得られるのだろうなと夢の
ようなことを思っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 

 

1 土   

2 日   

3 月 低学年読み聞かせ B日課⑤ 個人面談① 

4 火 B日課⑤ 個人面談② 1年心臓検診 

5 水 B日課⑤ 個人面談③ 避難訓練 

6 木 B日課⑤ 個人面談④ 

7 金 B日課⑤ 個人面談⑤ 学校運営協議会 

8 土   

9 日  

10 月 B日課 プール開き 

11 火  

12 水 ３年生生物多様性の授業 委員会 

13 木  

14 金 
６年茶道体験 尿検査二次  

教科書展示会 14日～29日 

15 土   

16 日   

17 月 
B日課 中学年読み聞かせ 

校内硬筆展17日～28日 15：30～16：20 

18 火  

19 水 １年生 ４時間 クラブ（１学期最終） 

20 木 なかよし学級公開 10：40～ 

21 金 B日課  

22 土  

23 日  

24 月 B日課  

25 火  

26 水 
B日課 5時間 

授業参観・懇談会（なかよし・1・3・5年生） 

5年林間学校事前説明会 SC来校 

27 木 
B日課 5時間 

授業参観・懇談会（2・4・6年生） 

6年修学旅行事前説明会  

28 金 B日課 校内硬筆展最終日 集金袋配布 

29 土  

30 日  

●個人面談が始まります● 
６月3日（月）より個人面談が始まります。１学

期のお子様の様子をお伝えできればと思います。保
護者の皆様とゆっくりお話できるよい機会と考えま
す。充実した時間になりますよう、ご協力よろしく
お願いいたします。 

●水泳学習について● 

６月１0日（月）のプール開きを終えた後、水泳学

習がスタートします。水泳学習の時間割については、

各学年・学級の週報でお知らせします。また、使用す

る水着は、ご家庭で事前に試着をしてサイズの確認

をお願いします。 

※今年度も連絡アプリ「すぐーる」での水泳参加申し

込みになります。必ず体温の記入をお願いします。ま

た見学の際は「症状」の欄に「見学」とご記入くださ

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
保護者 

●HELLO! メイ アン先生！● 

今年度は、外国語の学習でのアシスタントティーチ

ャーとして、メイ アン先生がいらっしゃいました。

優しく､パワフルで楽しくにぎやかな英語の授業を行

っています。主に、外国語ルームで授業を行っていま

す。 

●落とし物について● 

 例年、運動場や校舎内での落とし物が多いです。お

子様の持ち物には必ず名前の記入をお願いします。ま

た、土曜・日曜の社会体育での団体利用があるため大

人の落とし物もあります。授業参観日等に１F昇降口

に展示しますのでご確認ください。 

 

 

 

 

お子様が一生懸命に書いた硬筆作品を学校でご覧いただけます 

日  時   令和６年６月１７日（月）～６月２８日（金） 

１５時３０分～１６時２０分（月曜日から金曜日） 

会  場   各教室の廊下に掲示されています。 

展示対象  なかよし学級 １年生～６年生の各学級   

令和６年度校内硬筆展覧会

のご案内 

親子説明会（授業参観時） 
6/26（水）５年生林間学校、6/27（木）

６年生修学旅行の親子説明会を予定してお
ります。詳細は、先日配布したお手紙をご
覧ください。 


